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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成20年11月27日(2008.11.27)

【公開番号】特開2007-172680(P2007-172680A)
【公開日】平成19年7月5日(2007.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2007-025
【出願番号】特願2005-364813(P2005-364813)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  27/00     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  31/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/76     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  27/00    　　　Ｄ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｄ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３０１Ｚ
   Ｇ１１Ｂ  31/00    ５４１Ｆ
   Ｇ１１Ｂ  31/00    ５４１Ｎ
   Ｈ０４Ｎ   5/76    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月15日(2008.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ異なるＩＤを有する第１及び第２の機器からの入力に基づいて動作する記録再
生装置であって、
　放送信号を受信する受信手段と、
　前記第１又は第２の機器からの入力により、前記受信手段が受信する放送の録画予約が
された場合、該録画予約のチャンネル情報と、該録画予約の開始時刻及び終了時刻を含む
録画時間情報と、該録画予約の入力に係る前記第１又は第２の機器のＩＤとを記憶する記
憶手段と、
　前記第１の機器のＩＤを記録した録画予約のチャンネル情報と前記第２の機器のＩＤを
記録した録画予約のチャンネル情報とが同一で、かつ前記第１の機器のＩＤを記録した録
画予約の録画時間情報と前記第２の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報との少
なくとも一部が重複する場合、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を
関連づけて該録画予約された放送を録画するように制御する制御手段とを備え、
　前記制御手段は、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関連づけて
前記録画予約された放送を録画する場合において、前記第１の機器のＩＤを記録した該録
画予約の録画時間情報と前記第２の機器のＩＤを記録した該録画予約の録画時間情報との
一部が重複する場合、より早い方の録画開始時刻からより遅い方の録画終了時刻まで録画
するように制御することを特徴とする記録再生装置。
【請求項２】
　前記記憶手段は、さらに録画予約に係る録画画質の設定情報を記憶し、
　前記制御手段は、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関連づけて
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前記録画予約された放送を録画する場合において、前記第１の機器のＩＤを記録した該録
画予約に係る録画画質の設定情報と前記第２の機器のＩＤを記録した該録画予約に係る録
画画質との設定情報とが異なる場合、より高画質の方の録画画質の設定を優先して該録画
予約された放送を録画するように制御することを特徴とする請求項１に記載の記録再生装
置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第１の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報と前記第２
の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報との重複する部分について、前記高画質
の方の録画画質の設定で録画するように制御することを特徴とする請求項２に記載の記録
再生装置。
【請求項４】
　それぞれ異なるＩＤを有する第１及び第２の機器からの入力に基づいて動作可能な記録
再生装置であって、
　放送信号を受信する受信手段と、
　前記第１又は第２の機器からの入力により、前記受信手段が受信する放送の録画予約が
された場合、該録画予約のチャンネル情報と、該録画予約の開始時刻及び終了時刻を含む
録画時間情報と、該録画予約の入力に係る前記第１又は第２の機器のＩＤ及び該録画予約
に係る録画画質の設定情報を記憶する記憶手段と、
　前記第１の機器のＩＤを記録した録画予約のチャンネル情報と前記第２の機器のＩＤを
記録した録画予約のチャンネル情報とが同一で、かつ前記第１の機器のＩＤを記録した録
画予約の録画時間情報と前記第２の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報との少
なくとも一部が重複する場合、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を
関連づけて該録画予約された放送を録画するように制御する制御手段とを備え、
　前記制御手段は、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関連づけて
前記録画予約された放送を録画する場合において、前記第１の機器のＩＤを記録した該録
画予約に係る録画画質の設定情報と前記第２の機器のＩＤを記録した該録画予約に係る録
画画質の設定情報とが異なる場合、より高画質の方の録画画質の設定を優先して該録画予
約された放送を録画するように制御することを特徴とする記録再生装置。
【請求項５】
　それぞれ異なるＩＤを有する第１及び第２の機器からの入力に基づく記録再生の制御方
法であって、
　前記第１又は第２の機器からの入力により、放送の録画予約がされた場合、該録画予約
のチャンネル情報と、該録画予約の開始時刻及び終了時刻を含む録画時間情報と、該録画
予約の入力に係る前記第１又は第２の機器のＩＤとを記憶する工程と、
　前記放送の放送信号を受信する工程と、
　前記第１の機器のＩＤを記録した録画予約のチャンネル情報と前記第２の機器のＩＤを
記録した録画予約のチャンネル情報とが同一で、かつ前記第１の機器のＩＤを記録した録
画予約の録画時間情報と前記第２の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報との少
なくとも一部が重複する場合、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を
関連づけて該録画予約された放送を録画するように制御する工程とを備え、
　前記制御する工程は、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関連づ
けて前記録画予約された放送を録画する場合において、前記第１の機器のＩＤを記録した
該録画予約の録画時間情報と前記第２の機器のＩＤを記録した該録画予約の録画時間情報
との一部が重複する場合、より早い方の録画開始時刻からより遅い方の録画終了時刻まで
録画するように制御することを特徴とする記録再生の制御方法。
【請求項６】
　前記記憶する工程は、さらに録画予約に係る録画画質の設定情報を記憶し、
　前記制御する工程は、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関連づ
けて前記録画予約された放送を録画する場合において、前記第１の機器のＩＤを記録した
該録画予約に係る録画画質の設定情報と前記第２の機器のＩＤを記録した該録画予約に係
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る録画画質との設定情報とが異なる場合、より高画質の方の録画画質の設定を優先して該
録画予約された放送を録画するように制御することを特徴とする請求項５に記載の記録再
生の制御方法。
【請求項７】
　前記制御する工程は、前記第１の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報と前記
第２の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報との重複する部分について、前記高
画質の方の録画画質の設定で録画するように制御することを特徴とする請求項６に記載の
記録再生の制御方法。
【請求項８】
　それぞれ異なるＩＤを有する第１及び第２の機器からの入力に基づいて動作可能な記録
再生の制御方法であって、
　前記第１又は第２の機器からの入力により、放送の録画予約がされた場合、該録画予約
のチャンネル情報と、該録画予約の開始時刻及び終了時刻を含む録画時間情報と、該録画
予約の入力に係る前記第１又は第２の機器のＩＤ及び該録画予約に係る録画画質の設定情
報を記憶する工程と、
　前記放送の放送信号を受信する工程と、
　前記第１の機器のＩＤを記録した録画予約のチャンネル情報と前記第２の機器のＩＤを
記録した録画予約のチャンネル情報とが同一で、かつ前記第１の機器のＩＤを記録した録
画予約の録画時間情報と前記第２の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報との少
なくとも一部が重複する場合、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を
関連づけて該録画予約された放送を録画するように制御する工程とを備え、
　前記制御する工程は、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関連づ
けて前記録画予約された放送を録画する場合において、前記第１の機器のＩＤを記録した
該録画予約に係る録画画質の設定情報と前記第２の機器のＩＤを記録した該録画予約に係
る録画画質の設定情報とが異なる場合、より高画質の方の録画画質の設定を優先して該録
画予約された放送を録画するように制御することを特徴とする記録再生の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】記録再生装置及びその制御方法
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、異なるＩＤを持つ機器からの入力に基づく記録再生装置及びその制御方法に
関するものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は、上記課題を解決するための手段として、それぞれ異なるＩＤを有する第１及
び第２の機器からの入力に基づいて動作する記録再生装置であって、放送信号を受信する
受信手段と、前記第１又は第２の機器からの入力により、前記受信手段が受信する放送の
録画予約がされた場合、該録画予約のチャンネル情報と、該録画予約の開始時刻及び終了
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時刻を含む録画時間情報と、該録画予約の入力に係る前記第１又は第２の機器のＩＤとを
記憶する記憶手段と、前記第１の機器のＩＤを記録した録画予約のチャンネル情報と前記
第２の機器のＩＤを記録した録画予約のチャンネル情報とが同一で、かつ前記第１の機器
のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報と前記第２の機器のＩＤを記録した録画予約の
録画時間情報との少なくとも一部が重複する場合、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機
器のＩＤとの両方を関連づけて該録画予約された放送を録画するように制御する制御手段
とを備え、前記制御手段は、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関
連づけて前記録画予約された放送を録画する場合において、前記第１の機器のＩＤを記録
した該録画予約の録画時間情報と前記第２の機器のＩＤを記録した該録画予約の録画時間
情報との一部が重複する場合、より早い方の録画開始時刻からより遅い方の録画終了時刻
まで録画するように制御することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明は、上記課題を解決するための手段として、それぞれ異なるＩＤを有する第１及
び第２の機器からの入力に基づいて動作可能な記録再生装置であって、放送信号を受信す
る受信手段と、前記第１又は第２の機器からの入力により、前記受信手段が受信する放送
の録画予約がされた場合、該録画予約のチャンネル情報と、該録画予約の開始時刻及び終
了時刻を含む録画時間情報と、該録画予約の入力に係る前記第１又は第２の機器のＩＤ及
び該録画予約に係る録画画質の設定情報を記憶する記憶手段と、前記第１の機器のＩＤを
記録した録画予約のチャンネル情報と前記第２の機器のＩＤを記録した録画予約のチャン
ネル情報とが同一で、かつ前記第１の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報と前
記第２の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報との少なくとも一部が重複する場
合、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関連づけて該録画予約され
た放送を録画するように制御する制御手段とを備え、前記制御手段は、前記第１の機器の
ＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関連づけて前記録画予約された放送を録画する場
合において、前記第１の機器のＩＤを記録した該録画予約に係る録画画質の設定情報と前
記第２の機器のＩＤを記録した該録画予約に係る録画画質の設定情報とが異なる場合、よ
り高画質の方の録画画質の設定を優先して該録画予約された放送を録画するように制御す
ることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明は、上記課題を解決するための手段として、それぞれ異なるＩＤを有する第１　
本発明は、上記課題を解決するための手段として、それぞれ異なるＩＤを有する第１及び
第２の機器からの入力に基づく記録再生の制御方法であって、前記第１又は第２の機器か
らの入力により、放送の録画予約がされた場合、該録画予約のチャンネル情報と、該録画
予約の開始時刻及び終了時刻を含む録画時間情報と、該録画予約の入力に係る前記第１又
は第２の機器のＩＤとを記憶する工程と、前記放送の放送信号を受信する工程と、前記第
１の機器のＩＤを記録した録画予約のチャンネル情報と前記第２の機器のＩＤを記録した
録画予約のチャンネル情報とが同一で、かつ前記第１の機器のＩＤを記録した録画予約の
録画時間情報と前記第２の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報との少なくとも
一部が重複する場合、前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関連づけ
て該録画予約された放送を録画するように制御する工程とを備え、前記制御する工程は、
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前記第１の機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関連づけて前記録画予約された
放送を録画する場合において、前記第１の機器のＩＤを記録した該録画予約の録画時間情
報と前記第２の機器のＩＤを記録した該録画予約の録画時間情報との一部が重複する場合
、より早い方の録画開始時刻からより遅い方の録画終了時刻まで録画するように制御する
ことを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明は、上記課題を解決するための手段として、それぞれ異なるＩＤを有する第１及
び第２の機器からの入力に基づいて動作可能な記録再生の制御方法であって、前記第１又
は第２の機器からの入力により、放送の録画予約がされた場合、該録画予約のチャンネル
情報と、該録画予約の開始時刻及び終了時刻を含む録画時間情報と、該録画予約の入力に
係る前記第１又は第２の機器のＩＤ及び該録画予約に係る録画画質の設定情報を記憶する
工程と、前記放送の放送信号を受信する工程と、前記第１の機器のＩＤを記録した録画予
約のチャンネル情報と前記第２の機器のＩＤを記録した録画予約のチャンネル情報とが同
一で、かつ前記第１の機器のＩＤを記録した録画予約の録画時間情報と前記第２の機器の
ＩＤを記録した録画予約の録画時間情報との少なくとも一部が重複する場合、前記第１の
機器のＩＤと前記第２の機器のＩＤとの両方を関連づけて該録画予約された放送を録画す
るように制御する工程とを備え、前記制御する工程は、前記第１の機器のＩＤと前記第２
の機器のＩＤとの両方を関連づけて前記録画予約された放送を録画する場合において、前
記第１の機器のＩＤを記録した該録画予約に係る録画画質の設定情報と前記第２の機器の
ＩＤを記録した該録画予約に係る録画画質の設定情報とが異なる場合、より高画質の方の
録画画質の設定を優先して該録画予約された放送を録画するように制御することを特徴と
する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　図１において、本実施の形態の情報記録再生装置は、第１の機器であるディスプレイ１
及び第２の機器であるディスプレイ２と、サーバ３とを有している。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　サーバ３は、放送信号を受信する受信手段として一つ以上のチューナー３１と、記録再
生可能な光ディスクドライブ装置３２と、ハードディスク装置３３とを内蔵し、制御手段
であるコントローラ３４により制御され、情報が入力される。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
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　二つのディスプレイ１及び２と、サーバ３とは、ネットワーク４によって接続されてい
る。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　ディスプレイ１及び２には、それぞれ異なるＩＤが割り当てられており、各装置に付属
のリモコン（不図示）などによって、それぞれのユーザに制御される。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　サーバ３内のコントローラ３４は、サーバ３内の光ディスク装置３２及びハードディス
ク装置３３に蓄積されている全情報の蓄積情報リスト及び予約録画のための録画予約リス
トを有し管理する記憶手段でもある。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　例えば、蓄積情報リストのＮｏ.１は、ＩＤ番号１のユーザが、タイトル「××◇◇◇
」の情報を記録したということを示している。より詳細には、画質ＳＰで、ＨＤＤ３３（
ハードディスク）に、チャネル１の番組を２００４／１２／２０／の０８時１５分００秒
から２００４／１２／２０／の０８時３０分００秒まで記録したということである。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　図示しないが、この他にも蓄積情報リストには、実際のデータが保管されているＨＤＤ
及びＯＤＤの少なくとも一方のアドレス情報又はデータサイズなどが記録されていても良
い。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
サーバ３内のコントローラ３４は、送られた操作情報に基づいて、蓄積情報全リストのう
ちディスプレイ１のＩＤで蓄積されたリストのみを抽出し、ディスプレイ１へネットワー
ク４経由で送り返す。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　サーバ３内のコントローラは、送られたＩＤと選択情報を、全予約録画リストに追加す
る。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　録画が開始と同時に、サーバ３内のコントローラは、全データリストにＩＤと保管場所
（ＨＤＤ又は光ディスク）とともにこの番組の情報を追加する。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６６】
　サーバ３内のコントローラは、送られた操作情報に基づいて、蓄積情報全リストのうち
ディスプレイ１のＩＤで蓄積されたリストのみを抽出し、ディスプレイ１へネットワーク
４経由で送り返す。
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７７】
　サーバ３内のコントローラは、送られた操作情報に基づいて、蓄積情報全リストのうち
ディスプレイ１のＩＤで蓄積されたリストのみを抽出し、ディスプレイ１へネットワーク
４経由で送り返す。
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　ユーザは、ディスプレイ１の表示より複写／移動されたことを確認する。（Ｎｏ.１の
項目の保管場所にＯＤＤが追加又はＯＤＤに置き換わっている）。以上により蓄積情報の
光ディスクへの複写／移動が可能となる。
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０４】
　このときの録画予約全リストが図２のようなものだったとして、ユーザ２（ＩＤ２のデ
ィスプレイに係るとする）が予約録画しようとしたものは、例えば、Ｎｏ．８のように、
すでにＩＤ１のディスプレイに係るユーザ１によって予約されているものだったとする。
【手続補正２２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
　消去を行うときは、サーバ上の全再生リストより、消去を行ったユーザに係るＩＤのみ
消去され、消去していないユーザに係るＩＤは残るようにする。
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２１】
　例えば、ＩＤ１のディスプレイに係るユーザ１が録画予約全リストのＮｏ.８で示すよ
うな番組の予約をすでにおこなっていたとする。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２２】
　次に、ＩＤ２のディスプレイに係るユーザ２が、上記Ｎｏ.８と同じチャンネル１で、
録画開始日時を、２００４／１２／２２／０８時００分００秒から、２００４／１２／２
２／０８時３５分００秒までの予約を録画画質ＳＰで行ったとする。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３４】
　その操作情報は、ディスプレイ２のＩＤとともに、ネットワーク４経由で、サーバ３に
送られる。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３５】
　サーバ３は操作情報より、ディスプレイ２からの記録データを受け取り、デジタルカメ
ラの画像情報とＩＤを全再生リストへの追加を開始する。
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